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文学作品を通じたコミュニケーション理解について 

―「コミュニケーション学 II」での実践報告― 
 

山口 裕美* 

 

Observations on Students’ Reading Comprehension of Communication 

through Literary Works in the Subject “Communication II” 
 

YAMAGUCHI Yumi 
 

The purpose of this article is to show what the subject, “Communication Studies II” was like in 2019. The author set the 
topic, “how students rethink about communication through literary works” and in the lessons they made groups of 4 students, 
read short stories by Oscar Wilde, summarized the plot, and gave presentations group by group. In addition, each student was 
given assignments to think about communication failure. In this article, these points will be focused on: how to decide the 
syllabus and the textbook, how to set the topic, and what kinds of activities students did in the class. 
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１．は じ め に 
 
 平成 28 年度の本校の改組によって、本科の授業

科目には選択プログラム科目として「国際コミュニ

ケーション推進プログラム」が導入された。令和元

年度（平成 31 年度）は、実施初年度に該当する。

筆者は、同年の本プログラムのうち「コミュニケー

ション学 II」（後期開講科目）を担当した。本稿の目

的は、筆者が「コミュニケーション」をどのように

解釈し、授業設定をおこない、実施したかを、複報

告するものである。 
 

２．「コミュニケーション」とはなにか 
 
 はじめの表題のとおり、「「コミュニケーション」

とはなにか」という問いからはじめたい。社会にお

いても、学校組織においても「コミュニケーション」

という語はいたるところに氾濫している。例えば、

高等学校の学習指導要領においては、「コミュニケ

ーション英語」という科目が定められていたり、本

校でも学習教育目標において、「⑦ コミュニケー

ション力・プレゼンテーション力の育成」と明記さ

れている。 

 ここでコミュニケーションという概念は、一定の

方向性を含んでいる。それは、「コミュニケーショ

ン」が基本的に成功すること、なおかつその成功し

た意思疎通をより円滑に進めることが前提に用い

られているということである。しかしながら、実質

的なコミュニケーションとは、そのように成功例ば

かりではない。コミュニケーションは不全に陥るこ

とのほうが多いのではなかという疑問がある。しか

しながら、「コミュニケーション」そのものに対す

る議論がなされることは、一般的ではないように思

われる。 
実際、コミュニケーション学を研究する場合にお

いて、その立脚点の多くは、「コミュニケーション

がうまくいかない」という実体験にもとづいている

傾向にある（辻 i-ii）。研究領域が文学である筆者に

とっても、作品分析の対象として、コミュニケーシ

ョン不全が生じている状態が基本である（そもそも、

コミュニケーションが完全に成立する時点でフィ

クションは生じえない）。 
 

３．学習教材の設定と使用 
 
 ３．１ 使用教材 

文学作品は、コミュニケーション不全の連続であ

る。ほんのわずかの意思伝達の不足や登場人物たち

の思い込み、意図的な虚偽の情報によって、物語は

牽引されている。そこで、文学作品を用いながら、
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「コミュニケーション不全」について理解しやすい

と考えられる作品を取り上げることとした。 
シラバス執筆時には、受講者の人数や国語的な読

解能力などはあきらかではない。受講者の読解に対

する消化不良を避けるために 90 分の講義 1 回もし

くは 2 回で読了することを意識し、次の文庫本を選

択した。オスカー・ワイルドの『幸福な王子 / 柘榴

の家』（光文社古典新訳文庫）には、9 本の（児童文

学も含めた）短編小説が収められている。このなか

から、授業回数と調整しつつ、「コミュニケーショ

ン不全」が如実に表現されている作品を選出した。 
 
３．２ 使用教材のねらい 

『幸福な王子』について、その概要は日本におい

ても、幼少期に読む童話として流布しているため、

馴染み深い。しかしながら、この日本に広まってい

る童話は、物語の構造から骨子が抽出され、語り直

しがおこなわれたものであることには、注意が必要

である。というのも、ワイルドが執筆した原典は（本

講義では和訳を使用しているものの）、これまでの

イメージを打ち壊してしまうに十分な影響力を持

っている。おそらく作品を読み解けば、必ずしも道

徳的にすばらしい物語ではないということに気づ

くはずである。 

本講義では、最初に『幸福な王子』を取り上げ、

「幼少期に読む童話」の要素を知りながらも、作品

中に流れる不協和音、あるいはコミュニケーション

不全を感じ取ることからはじまった。さらに、その

ほかの作品を読むことで「「コミュニケーション」

とはなにか」という問いを受講者がそれぞれに向き

合うことを主眼とした。 

 
４．授業改善の取り組みとしての授業構成 

 
 すでに言及しているように、「コミュニケーショ

ン学 II」は、新規開講科目であるものの、筆者が旧

課程で担当した履修選択科目「人間と文学」の授業

思想を踏襲している。そのため、授業構成の骨子と

しており、過去に開講した科目を振り返りつつ、修

正を試みた。 
 

４．１ 授業の完結性 

授業の進行そのものは、対象としている教材が文

学テクストであるため、最優先となるのは、作品を

読解することである。そのため、各受講者の理解を

補完するために、グループで担当範囲を読解する形

式を継続することにした。音読する場合もあれば、

黙読して読んだ範囲を確認し合う場合もある。筆者

は、読解の方法を指定せず各グループに判断を委ね

た。 

一方で、本科目の受講者は 16 名と少数であった

ため、できるだけ多様な意見交換をおこなうために、

グループ変更を 3 回実施した。このときに、可能な

限り、1 度同じグループになった学生が重複しない

ように調整をおこなった。 
 また、これまでの輪読とその後の発表用のホワイ

トボードへのまとめのみでは、グループに活動を依

存する学生も出てくるため、状況によっては冗漫に

なる場面も見受けられた。そこで授業構成を表１か

ら表２のように変更した。 
 

表１ 改組前「人間と文学」での授業構成 

① 5 分 出欠確認および授業範囲の確認 
② 45 分 ＜グループ活動＞ 

・各グループでの輪読活動 
・ホワイトボードでの要旨作成 
・発表練習 
＊この間、担当者は活動の様子を見

つつ適宜助言をおこなう 
③ 30 分 各グループでのプレゼンテーション

（5 分程度×グループ数） 
④ 10 分 担当者による講評およびまとめなど 

 
表２ 改組後「コミュニケーション学 II」での授業構成 

① 5 分 出欠確認および授業範囲の確認 
② 45 分 ＜グループ活動＞ 

・各グループでの輪読活動 
・ホワイトボードでの要旨作成 
・発表練習 
＊この間、担当者は活動の様子を見

つつ適宜助言をおこなう 
③ 20 分

分 
各グループでのプレゼンテーション

（5 分程度×グループ数） 
④ 15 分 個別での要旨作成（4. 3 で詳述） 
⑤ 5 分 担当者による講評およびまとめなど 

 
この変更に加えて、輪読後に作品の要旨および重要

箇所を報告するプレゼンテーションの実施もこれ

までおこなってきたが、「人間と文学」においては、

各グループの発表者は、受講者間の判断に委ねられ

ていた。一方で「コミュニケーション学 II」におい

ては、グループの 4 名のうち、発表直前まで誰が発

表に指名されるのかを意図的に示さず、学生全員に

発表の可能性を残した。そのため、以前よりも緊張

感をもって輪読や発表準備に臨むようになった。 
 

４．２ 授業での読解活動 
 授業の中心は輪読活動およびそれをふまえた要

旨作成である。この要旨作成では、ホワイトボード 
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図１ 要旨作成の様子 

 
を使用している。そのため、何度でも修正が可能で

であり、グループ内でも情報共有がおこないやすい

という利点がある。図１は実際に授業内での要旨作

成でのホワイトボードの様子である。これは、『小

夜啼き鳥と薔薇』をまとめたものであるが、最初に

主要登場人物の紹介、つづいて作品の構造の説明と

考察が記載されている。この板書にもとづいて、プ

レゼンテーションをおこなう。授業を重ねるにつれ

て、記述や説明の要所を押さえられる学生が増えて

いく。 
 

４．３ 授業時間外での要旨執筆 
 すでに言及したとおり、受講者数の少なさから、

発表にあてる時間も少なくなったため、グループで

の要旨作成だけでなく、個別の活動も導入すること

とした。各回の内容に即した課題（もしくは問い）

を提示し、授業を振り返りながら再度作品について

読み直すものである。（この課題は、翌授業回で提

出することとした。具体的には表３のように課題

（問い）を提示した。 
 
 
 

表３ 提示した課題の一例 

（『幸福な王子』より） 
１．燕のコミュニケーションの変容 
２．「幸福な王子」像へのまなざしの変容 
３．王子と燕以外のひとびとのコミュニケーショ

ン不全 
４．王子と燕とのあいだのコミュニケーション不

全 
（『小夜啼き鳥と薔薇』より） 
１．小夜啼き鳥にとっての恋愛と若者の学問につ

いて 
２．小夜啼き鳥と若者にある不協和音について

（コミュニケーション不全の理由） 
（『非凡なる打ち上げ花火』より） 
打ち上げ花火の役割とはなにか（自己評価と他者

評価の観点から説明すること） 
 
これらの課題は、主に他者とのコミュニケーション

不全もしくは自己認知における不調和（コミュニケ

ーション不全）を意識させるために設定した。これ

らは、認識の相違や情報の欠如、立場の違いなどが

コミュニケーションに影響をあたえること示唆し

たものである。 
 

５．ま と め 
 
 本科目では、コミュニケーションについて改めて

考えるために、あえてコミュニケーション不全を意

識的に感じ取れる作品を導入した。特に、幼少期の

体験の中にあるイメージから離脱を図り、ワイルド

の童話と呼ばれる作品について、単なる美しいだけ

の物語ではない要素にコミュニケーションの性質

をそれぞれに考え直す機会になることを企図した。

本科目を継続的に担当するとは限らないが、今後も、

国際コミュニケーション推進プログラムを担当す

るうえで既存の理解に問いを設けるような授業設

計をおこなっていきたい。 
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